
新
進
気
鋭
の
学
者
た
ち
は
、
そ
れ
な
り
に
成
果
を
あ
げ
、
こ
れ
か
ら
も
期
待
で
き
る
と
し
て
、
気
に
な
る
の
は
学
生
の
卒
業
論
文
に
対

す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
確
か
に
年
々
就
職
試
験
が
早
く
な
り
、
ど
う
し
て
も
浮
き
足
立
っ
て
、
じ
っ
く
り
論
文
の
資
料
集
め
を
し
て
、

論
文
を
書
く
こ
と
も
む
ず
か
し
い
状
態
で
あ
る
。

今
年
か
ら
就
職
協
定
も
廃
止
さ
れ
、
企
業
に
よ
っ
て
は
連
休
前
か
ら
来
年
卒
業
予
定
の
学
生
の
求
人
募
集
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

現
に
四
月
中
旬
に
、
私
の
ゼ
ミ
の
学
生
が
企
業
の
第
一
次
試
験
が
あ
る
か
ら
、
明
日
の
授
業
は
欠
席
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
申
出
て
き
た
の

最
近
、
唯
識
田
黛

性
説
」
や
「
阿
頼
雨

し
い
こ
と
と
思
う
。

現
に
四
月
中
旬
に
、
私
の
画

で
、
私
は
び
っ
く
り
し
た
。

そ
う
な
る
と
、
就
職
の
内
定
が
早
く
取
れ
れ
ば
よ
い
が
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
就
職
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
、
四
月
か
ら
半
年
位
、
就
職
１

唯
識
に
関
す
る
一
私
見

唯
識
思
想
に
つ

「
阿
頼
耶
識
」

Ｉ
「
心
意
識
の
問
題
」
と
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
に
つ
い
て
Ｉ

は
じ
め
に

い
て
興
味
を
持
ち
、
研
究
す
る
学
者
も
多
く
な
っ
た
。
ま
た
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
唯
識
に
求
め
、
「
唯
識
三

や
「
末
那
識
」
な
ど
に
関
す
る
論
文
も
多
い
。
唯
識
思
想
の
研
究
の
進
展
を
望
む
も
の
に
と
っ
て
、
誠
に
喜
ぱ

舟
橋

尚

哉



活
動
に
明
け
く
れ
て
、
結
局
、
論
文
に
専
念
す
る
期
間
が
短
く
な
り
、
不
本
意
な
卒
業
論
文
を
書
い
て
で
も
、
何
と
か
卒
業
だ
け
は
し
よ

う
と
考
え
る
学
生
が
増
え
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

そ
う
い
う
時
に
、
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
の
諺
を
引
用
し
て
、
唯
識
は
「
倶
舎
の
勉
強
を
八
年
し
て
お
け
ば
、
唯
識
は
三
年
で
済

①む
」
と
い
う
か
ら
、
唯
識
の
学
は
十
一
年
も
か
か
る
。
従
っ
て
ゼ
ミ
へ
入
っ
て
二
年
や
そ
こ
ら
で
唯
識
の
論
文
は
書
け
る
は
ず
が
な
い
。

そ
こ
で
不
充
分
な
論
文
で
も
何
と
か
通
し
て
下
さ
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
こ
の
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
の
諺
が
引
用
さ
れ
る
の
で

そ
こ
で
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
と
き
に
、
本
来
、
唯
識
は
倶
舎
八
年
を
学
ん
で
お
れ
ば
、
唯
識
は
三
年
で
す
む
、
す
な
わ

ち
十
一
年
か
か
る
と
い
う
意
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
少
し
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
「
心
」
「
意
」
「
識
」
は
唯
識
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
阿
頼
耶
識
」
「
末
那
識
」
「
六
識
」
の
順
に
相
当
す
る
が
、
そ
う
で

な
い
解
釈
も
あ
る
と
い
う
の
で
、
以
前
か
ら
こ
の
問
題
も
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
「
唯
識
」
の
「
識
」
（
く
昔
四
目
）

の
問
題
を
考
察
す
る
中
で
、
合
わ
せ
て
再
検
討
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

手
め
う
勾
○

昭
和
六
十
三
年
七
月
三
十
日
に
は
、
愛
知
学
院
大
学
教
授
、
文
博
の
鈴
木
哲
英
先
生
が
「
禅
の
心
」
と
い
う
講
題
の
も
と
で
約
一
時
間

の
法
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
「
心
意
識
」
に
つ
い
て
、
心
は
第
六
識
、
意
は
第
七
識
、
識
は
第
八
識
に
相
当
す
る
と
い
わ
れ
た
よ
う
に

思
っ
た
の
で
、
私
は
思
わ
ず
「
心
は
第
八
識
、
意
は
第
七
識
、
識
は
第
六
識
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
質
問
の
時
間
に
言
お
う
と

思
っ
た
が
、
仏
教
会
の
高
僧
方
や
私
の
寺
の
檀
家
の
人
も
多
く
参
加
し
て
い
る
し
、
朝
の
早
い
時
間
な
の
で
、
こ
の
講
座
が
終
り
次
第
、

い
う
Ｃ
Ｏ
わ
が
町
の
豊
橋
別
院
で
は
、
毎
年
七
月
下
旬
に
は
豊
橋
仏
教
会
の
主
催
で
暁
天
講
座
が
三
日
間
、
朝
六
時
よ
り
七
時
ま
で
行
な
わ
れ
て

｜
心
意
識
の
問
題

2



ル
デ
か

少
戸
酉

上
」
，
刀

⑫

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著
『
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
』
四
六
頁
以
下
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
原
始
仏
教
経
典
の
中
に
、
心

意
識
が
語
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
相
応
部
経
典
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
比
丘
等
ょ
、
こ
の
心
と
も
意
と
も
識
と
も
呼
ぶ
も
の
に
無
聞
の
凡
夫
は
厭
意
を
生
ず
る
こ
と
能
わ
ず
」

匿
い
日
。
浄
宍
彦
○
①
国
目
丘
ご
岸
弄
固
四
く
①
ぐ
口
○
○
里
程
０
号
国
日
］
ご
宮
ョ
四
口
○
昌
官
く
目
ロ
四
口
ロ
日
旨
百
一
一
国
弄
国
め
圏
』
国
ぐ
四
宮
』
吾
且
い
ご
○
目
凹
四
日

。
ｅ
・
■
０
１
１
１

邑
号
ご
ロ
目
白
白
目
型
か
Ｂ
ａ
国
壹
国
自
国
型
印
曰
く
ヨ
Ｅ
ｏ
ｇ
目
目
’
二
一
＄
自
国
旨
員
画
室
陦
母
四
自
己
．
程
）

「
而
於
二
心
意
識
毛
愚
療
無
間
凡
夫
。
不
し
能
二
厭
離
一
欲
二
解
脱
一
」
（
大
正
二
、
八
一
Ｃ
）

会
社
に
向
か
う
人
も
い
る
の
で
と
思
い
、
質
問
を
や
め
、
自
坊
に
帰
っ
て
す
ぐ
に
望
月
大
辞
典
を
調
べ
て
み
た
。

す
る
と
唯
識
で
は
、
私
の
考
え
る
よ
う
な
「
心
意
識
」
の
解
釈
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
「
佛
性
論
』
に
は
、
「
心
を
六
識
心
、
意
を
阿
陀

那
識
、
識
を
阿
梨
耶
識
に
配
し
」
と
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
何
故
こ
の
よ
う
な
解
釈
の

違
い
が
生
じ
た
の
か
、
大
変
気
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

「
比
丘
等
ょ
、
さ
れ
ど
此
の
心
と
も
意
と
も
識
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
日
夜
に
〔
転
変
し
て
〕
異
を
生
じ
異
を
減
す
」

園
四
目
ｏ
四
声
写
○
①
国
己
年
居
時
斥
写
画
く
の
く
屋
の
（
〉
翼
』
ｐ
弄
国
日
冒
ロ
官
昌
四
国
○
旨
ロ
］
ぐ
目
ロ
閏
国
員
邑
茸
官
一
一

■
甲
・
●
１
１
、
ｇ
く
１
１

ト

ー
馴
四
ヨ
員
臼
井
］
】
四
○
四
」
』
ぐ
回
切
印
ｍ
②
四
○
四
四
コ
割
印
旦
①
ぐ
四
匡
も
で
ど
］
里
程
ロ
ロ
ロ
四
日
目
目
局
］
］
｝
〕
鼻
］
’
二
一
（
の
、
日
胄
冨
三
一
四
‐
ｚ
詩
倒
旦
四
目
で
．
＠
、
）

「
心
意
識
日
夜
時
尅
。
須
夷
転
変
。
異
生
異
滅
」
（
大
正
二
、
八
一
Ｃ
）

「
比
丘
等
ょ
、
そ
れ
と
同
じ
く
此
の
心
と
も
意
と
も
識
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
も
、
ま
た
日
夜
に
〔
転
変
し
て
〕
異
を
生
じ
、
異
を
減
３

二
原
始
仏
教
に
お
け
る
心
意
識



固
く
聾
冒
①
く
四
声
毒
○
ヶ
言
声
声
写
四
ぐ
の
ぐ
四
旦
匡
四
日
く
ロ
Ｃ
Ｏ
里
］
ｇ
言
国
日
〕
言
百
日
四
口
○
浬
言
巨
ぐ
員
昌
自
国
目
一
彦
宮
一
一

ｔ

庁
卸
目
討
凹
茸
昌
ぐ
四
○
四
匹
』
く
ぃ
印
画
め
い
四
○
四
ｍ
。
割
、
』
の
ぐ
四
匡
己
で
ど
］
ｇ
』
色
目
目
色
目
目
］
門
匡
］
］
｝
］
四
口
一
一
一
一
（
、
印
冒
ご
昌
国
，
ｚ
房
凶
昌
、
］
］
で
④
、
）

「
彼
心
意
識
。
亦
後
如
し
是
。
異
生
異
滅
」
（
大
正
一
一
、
八
一
Ｃ
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
互
い
に
関
連
し
て
、
連
続
し
て
説
か
れ
て
お
り
、
漢
訳
で
は
「
心
意
識
」
と
あ
る
が
、

文
に
よ
れ
ば
、

と
こ
ろ
が
「
大
毘
婆
沙
論
』
巻
七
十
二
に
は
、

「
問
諸
契
経
中
説
二
心
意
識
一
如
レ
是
三
種
差
別
云
何
。
或
有
二
説
者
毛
無
し
有
二
差
別
干
心
即
是
意
。
意
即
是
識
。
此
三
声
別
義
無
し
異

故
。
如
レ
火
。
名
修
火
。
亦
名
二
焔
頂
争
亦
名
二
熾
妹
空
亦
名
二
生
明
圭
亦
二
名
受
祀
争
亦
名
二
能
執
蛤
亦
名
二
異
路
一
亦
名
二
讃
息
毛
亦
名
二

烟
瞳
や
亦
名
二
金
相
や
如
レ
是
一
火
有
二
十
種
名
毛
声
難
い
有
し
異
而
体
無
し
別
」
（
大
正
二
七
、
三
七
一
上
）

と
あ
っ
て
、
諸
契
経
中
に
は
「
心
意
識
に
は
差
別
な
し
」
と
あ
り
、
「
心
即
是
意
、
意
即
是
識
」
で
あ
る
か
ら
、
「
三
声
別
義
鉦
似
異
故
」

（
大
正
二
七
、
三
七
一
上
）
と
説
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
続
い
て
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
声
錐
し
有
し
異
而
体
無
し
別
如
二
対
法
中
説
名
一
受
名
些
党
。
亦
名
二
等
受
毛
亦
名
二
別
受
一
亦
名
二
覚
受
や
亦
名
二
受
趣
毛
如
修
是
一

受
有
二
五
種
名
一
声
難
し
有
し
異
而
体
狂
供
別
」
（
大
正
二
七
、
三
七
一
上
Ｉ
中
）

「
心
と
も
意
と
も
識
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
」
（
ぐ
屋
ｇ
目
９
５
目
旨
官
白
目
ｏ
目
直
ぐ
』
目
自
画
日
旨
宮
）

と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
は
心
と
意
と
識
と
の
上
に
区
別
は
な
く
、
同
義
異
語
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
」

三
『
大
毘
婆
沙
論
』
『
倶
舎
論
』
な
ど
に
お
け
る
心
意
識

Ｔ
－
ｊ

ノ
－

1



と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
心
意
識
は
「
義
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
け
れ
ど
も
体
は
一
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

こ
こ
に
は
心
意
識
の
体
は
差
別
な
し
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

「
復
有
二
説
者
壬
心
意
識
三
亦
有
二
差
別
毛
謂
名
即
差
別
。
名
し
心
名
咳
意
名
し
識
異
故
。
復
次
世
亦
差
別
。
謂
過
去
名
し
意
。
未
来
名
ゞ

心
。
現
在
名
し
識
故
。
復
次
施
設
亦
有
二
差
別
毛
謂
界
中
施
二
設
、
甥
虎
中
施
二
設
意
巽
継
中
施
二
設
識
一
故
。
復
次
義
亦
有
二
差
別
毛
謂

心
是
種
族
義
意
是
生
門
義
識
是
積
聚
義
」
（
大
正
二
七
、
三
七
一
中
）

と
あ
っ
て
、
「
心
意
識
の
三
に
差
別
あ
り
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
大
毘
婆
沙
論
」
で
は
「
有
二
説
者
一
」
と
い
っ
て
、
「
心
意
識
に
差
別
な
し
」
と
い
う
説
と
、
「
心
意
識
に
差
別
有
り
」
と

い
う
説
と
の
、
両
者
の
説
を
あ
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
「
倶
舎
論
」
の
立
場
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
倶
舎
論
』
巻
四
で
は
、

ト
ナ
リ
ニ
リ

相
応
義
有
，
五
」
（
大
正
二
九
、
一
二
下
）

と
あ
っ
て
、
「
心
意
識
は
体
一
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
「
倶
舎
論
」
で
は
こ
の
偶
を
解
釈
し
て
、

「
論
日
。
集
起
故
名
し
心
。
思
量
故
名
し
意
。
了
別
故
名
し
識
。
復
有
釈
言
浄
不
浄
界
種
々
差
別
故

名
為
し
心
。
即
此
為
し
他
作
二
所
依
止
一
故
名
為
し
意
。
作
二
能
依
止
一
故
名
為
し
識
。
故
心
意
識
三
名
所
し
詮
。

「
頌
日

「
論
日
。
集
起
故
名
し
心
。

名
為
し
心
。
即
此
為
し
他

一
」
（
大
正
二
九
、
一
二
下
）

心
心
所
有

卜
卜

有
縁
有
行
相

ト
ト
ト
ハ

心
意
識
体
一

卜
Ｉ

心
、
心
所
有
依

ト
ー

義
雄
レ
有
し
異
而
体
是
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そ
れ
で
は
唯
識
思
想
の
上
で
は
、
心
意
識
は
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

琉
伽
行
派
の
所
依
の
経
典
と
い
わ
れ
る
「
解
深
密
経
』
に
は
、
心
意
識
相
品
第
三
に
お
い
て
、

「
爾
時
広
慧
菩
薩
摩
訶
薩
白
仏
言
。
如
二
世
尊
説
一
・
於
二
心
意
識
一
秘
密
善
巧
。
菩
薩
於
二
心
意
識
一
秘
密
善
巧
菩
薩
者
斎
何
名
為
下
於
二

、
心
意
識
一
秘
密
善
巧
。
菩
薩
上
」
（
大
正
一
六
、
六
九
二
上
－
中
）

と
あ
り
、
「
於
二
心
意
識
一
秘
密
善
巧
」
と
あ
る
の
み
で
心
意
識
の
差
別
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
『
解
深
密
経
」
で
は
、

「
広
慧
。
此
識
亦
名
二
阿
陀
那
識
毛
何
以
故
。
由
二
此
識
於
レ
身
随
逐
執
持
一
故
。
亦
名
二
阿
頼
耶
識
何
以
故
。
由
二
此
識
於
レ
身
摂

受
蔵
隠
同
二
安
危
義
一
故
亦
名
為
し
心
。
何
以
故
。
由
二
識
色
声
香
味
触
等
積
集
滋
長
一
故
。
広
慧
。
阿
陀
那
識
為
二
依
止
一
為
二
建
立
一
故

六
識
身
転
」
（
大
正
一
六
、
六
九
二
中
）

そ
の
こ
と
は
こ
れ
に
相
当
す
る
梵
文
の
註
釈
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

の
宍
倒
Ｒ
三
四
日
耳
］
．
冒
四
０
２
茸
四
日
冨
邑
⑦
く
ロ
ヨ
四
画
凹
め
｛
口
巳
①
く
四
ぐ
ご
副
叫
口
四
日
詳
望
の
弄
四
》
罠
三
○
の
胃
ｇ
と
の
穴
倒
禺
三
由
ヨ
（
己
．
ご
く
○
ｍ
昏
閏
曾
醇
臣
］
こ
こ
自
己
酌
‐

穴
○
獣
く
冒
劉
戸
彦
昌
叫
》
閏
鼠
○
日
冨
国
も
貰
弄
』
．
や
］
令
ご

「
体
が
一
で
あ
る
と
は
、
心
な
る
も
の
、
そ
れ
が
意
で
あ
り
識
で
あ
る
か
ら
、
体
が
一
で
あ
る
と
い
う
の
が
①
訂
再
冨
白
で
あ
る
」

こ
の
よ
う
に
『
倶
舎
論
」
に
は
「
心
意
識
は
体
一
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
「
顕
宗
論
』
の
偶
頌
は
『
倶
舎
論
」
の
偶
と
同
じ

で
あ
る
か
ら
、
『
顕
宗
論
』
巻
六
に
も
、

「
心
意
識
体
一
心
心
所
有
依

有
縁
有
行
相
相
応
義
有
五
」
（
大
正
二
九
、
八
○
三
上
）

と
あ
り
、
「
論
日
。
心
意
識
三
体
錐
是
一
・
而
訓
訶
等
類
有
異
」
（
大
正
二
九
、
八
○
三
上
）
と
説
か
れ
て
い
る
。

四
唯
識
思
想
に
お
け
る
心
意
識
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意
（
白
目
“
い
）
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
六
識
身
の
無
間
に
減
し
た
も
の
と
、
常
に
〔
我
〕
艤
、
我
見
、
我
慢
、
〔
我
〕
愛
の
四
煩
悩

の
相
と
相
応
せ
る
有
染
汚
の
意
と
で
あ
る
。

識
（
昌
倒
目
）
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
所
縁
を
了
別
す
る
と
き
、
現
前
せ
る
も
の
で
あ
る
」
含
厚
自
国
。
冨
昌
四
￥
目
の

国
○
ぬ
凶
Ｏ
脚
四
ケ
弓
日
己
も
閏
弄
胃
や
巨
．
口
巳
ぐ
の
厨
］
ご
旦
○
巴
。
昌
冨
』
ぬ
印
ご

こ
れ
に
相
当
す
る
『
玲
伽
師
地
論
」
本
地
分
中
意
地
第
二
之
一
に
は
、

「
云
何
意
自
性
。
謂
心
意
識
。
心
謂
一
切
種
子
所
随
依
止
住
。
所
随
睡
岬
性
。
体
能
執
受
。
異
熟
所
摂
阿
頼
耶
識
。
意
謂
恒
行
意
及

六
識
身
無
間
滅
意
。
識
謂
現
前
了
二
別
所
縁
境
界
一
」
（
大
正
三
○
、
二
八
○
中
）

と
あ
っ
て
、
や
は
り
心
意
識
が
阿
頼
耶
識
、
無
間
滅
意
、
六
識
に
相
当
し
て
い
る
。

『
琉
伽
師
地
論
」
巻
六
十
三
、
摂
決
択
分
中
有
心
地
に
も

「
云
何
名
為
二
勝
義
道
理
や
建
二
立
差
別
毛
謂
略
有
二
二
識
や
一
者
阿
頼
耶
識
。
二
者
転
識
。
阿
頼
耶
識
是
所
依
。
転
識
是
能
依
。
此

復
七
種
。
所
謂
眼
識
乃
至
意
識
」
（
大
正
三
○
、
六
五
一
中
）

と
あ
っ
て
、
「
阿
陀
那
識
と
も
名
づ
く
、
阿
頼
耶
識
と
も
名
づ
く
」
と
あ
り
、
「
そ
の
阿
陀
那
識
を
依
止
し
て
六
識
身
が
転
ず
る
」
と
い
わ

れ
て
い
る
か
ら
、
七
識
の
み
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
末
那
識
が
説
か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
従
っ
て
心
意
識
を
後
の
唯
識
思

想
の
よ
う
に
、
第
八
阿
頼
耶
識
、
第
七
末
那
識
、
六
識
に
当
て
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
『
琉
伽
論
』
に
な
る
と
、
心
意
識
は
阿
頼
耶
識
、
無
間
減
の
意
・
染
汚
の
意
、
六
識
に
相
当
し
て
い
る
。
『
琉
伽
論
」
巻
一

に

は
、

るの
0， 「
〔
意
の
〕
自
性
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
心
と
意
と
識
と
で
あ
る
。
心
（
日
目
）
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
一
切
の
種
子
を
具
す
る
も

尺
俵
止
の
も
の
を
具
す
る
も
の
、
依
止
な
る
も
の
と
し
て
住
し
て
い
る
も
の
、
執
受
（
§
乱
胃
）
が
異
熟
所
摂
の
阿
頼
耶
識
で
あ

７



「
復
次
此
中
諸
識
皆
名
二
心
意
識
毛
若
就
二
最
勝
幻
阿
頼
耶
識
名
し
、
心
。
何
以
故
。
由
二
此
識
能
集
二
聚
一
切
法
種
子
毛
於
二
一
切
時
一
縁
二

執
受
境
屯
縁
二
不
‐
可
し
知
一
類
器
境
毛
末
那
名
し
意
。
於
二
一
切
時
一
執
二
我
我
所
及
我
慢
等
一
思
量
為
し
性
。
余
識
名
し
識
。
謂
於
二
境

界
一
了
別
為
し
相
」
（
大
正
三
○
、
六
五
一
中
）

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
阿
頼
耶
識
名
し
心
」
「
末
那
名
鯵
意
」
「
余
識
名
鯵
識
」
と
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
心
意
識
は
そ
れ
ぞ
れ
阿
頼
耶
識
、

末
那
〔
識
〕
、
六
識
に
相
当
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
功
徳
品
第
七
十
六
偶
の
長
行
で
も
同
じ
で
あ
り
、

「
此
の
中
、
心
と
は
阿
梨
耶
識
で
あ
り
、
意
と
は
そ
れ
を
阿
梨
耶
識
を
、
所
縁
と
す
る
我
見
等
の
相
応
法
を
有
す
る
も
の
、
識
と
は

と
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
説
明
し
て
、

庁
四
計
門
口
○
』
言
四
Ｈ
巨

本
亭
弓
吟
一
』

と
あ
る
か
ら
、
「
、
小

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

識
者
、
阿
梨
耶
識
」
（
大
正
三
一
、
八
○
一
Ｃ
）

と
説
か
れ
て
い
て
、
一
般
に
い
わ
れ
る
「
心
は
阿
頼
耶
識
」
「
意
は
末
那
識
」
「
識
は
六
識
」
に
相
当
す
る
と
い
う
唯
識
論
害
の
解
釈
と
は

異
な
る
。
こ
れ
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
一
佛
性
論

「
釈
日
。
心
者
即

意
者
、
阿
陀
那
識

⑧

六
識
身
で
あ
る
」

ｌ
竺

○
晨
雨
員
目
印
岸
四
く
四
く
ご
ロ
四
目
四
日

、

Ｌ

『
佛
性
論
」
（
天
親
菩
薩
造
、
真
諦
訳
）
だ
け
は
、
『
佛
性
論
」
第
三
、
辮
相
分
第
四
中
総
摂
品
第
五
に
、

心
者
即
六
識
心

~~~1－
、凸

』し、－

I--9

「
意
」
「
識
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
阿
頼
耶
識
」
「
末
那
〔
識
〕
」
「
六
識
」
に
当
て
る
の
は
唯
識
論
書
の
共
通
の
考
え
方
で

｜
目
印
ロ
四
ｍ
弄
印
Ｑ
堅
い
日
一
］
山
口
印
目
印
芹
ヨ
四
ユ
骨
．
磐
倒
旦
尉
四
目
く
匡
穴
弄
四
曰
く
』
］
ロ
日
〕
四
日
切
印
（
」
く
ご
剴
倒
邑
卸
穴
倒
く
凶
｝
一
一
（
Ｆ
小
豆

。
‐
、

■
」
甲

8



こ
の
文
に
つ
い
て
、
武
邑
尚
邦
博
士
は
「
仏
性
論
研
究
」
の
中
で
、

④

「
こ
の
心
意
識
の
解
釈
は
真
諦
訳
の
他
の
論
害
に
は
な
い
」

と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
釈
日
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
真
諦
の
解
釈
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
こ
う
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
た
の
か
よ
く
わ
か

そ
の
こ
と
は
『
成
唯
識
論
」
巻
五
で
も
、

「
第
八
名
し
心
。
集
二
諸
法
種
一
起
二
諸
法
一
故
。

第
七
名
し
意
。
縁
二
蔵
識
等
一
恒
審
思
量
為
二
我
等
一
故
。

余
六
名
し
識
。
於
二
六
別
境
鹿
動
間
断
一
了
別
転
故
」
（
新
導
本
『
成
唯
識
論
』
巻
五
、
九
右
）

と
あ
り
、
続
い
て
『
梠
伽
伽
陀
』
を
引
用
し
て
い
る
。

「
蔵
識
説
名
し
心
。
思
量
性
名
し
意
。

能
二
了
諸
境
相
宅
是
説
名
為
し
識
」
（
同
書
巻
五
、
九
右
）

こ
の
よ
う
に
心
は
第
八
識
・
阿
頼
耶
識
、
意
は
第
七
識
・
末
那
〔
識
〕
、
識
は
六
識
・
了
別
で
あ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

天
親
菩
薩
造
、
真
諦
訳
『
佛
性
論
」
に
見
ら
れ
る
「
心
者
即
六
識
心
。
意
者
阿
陀
那
識
。
識
者
阿
梨
耶
識
」
（
大
正
三
一
、
八
○
一
Ｃ
）

と
い
う
独
特
の
解
釈
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
」
に
「
意
有
二
種
」
と
い
っ
て
、
一
は
「
先
滅
識
為
し
意
」
（
大
正
三
一
、
一
五
八
上
）
と
い
い
、
「
二
有
染
汚
意
」

（
一
五
八
上
）
と
い
っ
て
、
後
者
の
意
を
解
釈
し
て
「
釈
日
。
此
欲
釈
阿
陀
那
識
」
（
大
正
一
五
八
上
）
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
『
佛

性
論
』
の
「
意
者
、
阿
陀
那
識
」
（
大
正
三
一
八
○
一
Ｃ
）
と
一
致
し
て
い
る
。

○

た
だ
後
の
「
心
者
六
識
心
」
「
識
者
阿
梨
那
識
」
と
い
う
考
え
方
の
源
流
が
わ
か
ら
な
い
が
、
「
心
者
即
六
識
心
」
と
い
っ
て
、
「
六
識

○

身
」
と
い
わ
ず
、
「
心
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
「
識
者
阿
梨
耶
識
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
「
心
」
「
意
」
「
識
」
を
「
六
識
」

ら
な
い
。

9



こ
こ
で
い
う
「
経
中
に
」
と
い
う
の
は
『
十
地
経
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
十
地
経
』
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
彼
（
菩
薩
）
は
次
の
如
く
考
え
る
。
こ
の
三
界
に
属
す
る
も
の
、
こ
れ
は
唯
だ
心
の
み
（
唯
心
）
で
あ
る
。
」

⑥

国
望
巴
く
い
ヨ
ヶ
ゴ
由
ぐ
里
二
○
昌
四
昌
里
国
白
昼
由
白
目
四
」
匙
四
日
弄
国
匙
写
割
匡
岸
、
白
一

「
即
此
菩
薩
作
是
思
惟
。
所
言
三
界
此
唯
是
心
」
（
大
正
一
○
、
五
五
二
ａ
）

「
十
地
経
」
で
は
「
三
界
唯
心
」
と
説
か
れ
て
い
た
が
、
「
唯
識
二
十
論
』
で
は
「
、
心
・
意
・
識
・
了
別
」
は
同
義
異
語
で
あ
る
と
説

か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
「
唯
心
」
と
「
唯
識
」
と
が
同
じ
よ
う
な
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
根
拠
が
示
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

こ
の
『
唯
識
二
十
論
』
の
こ
の
表
明
は
唯
識
思
想
を
考
え
る
場
合
、
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
従
っ
て
「
心
・
意
・
識
及
び
了

別
は
同
義
異
語
な
り
」
と
い
う
の
が
、
『
唯
識
二
十
論
」
の
「
心
・
意
・
識
」
に
対
す
る
立
場
で
あ
る
。

次
に
『
唯
識
三
十
頌
」
に
は
、
第
二
十
八
偶
に
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
爾
ら
ば
何
時
、
識
の
取
を
断
じ
、
そ
し
て
唯
心
性
（
・
旨
幽
日
割
国
国
）
中
に
安
住
す
る
こ
と
と
な
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
故
に
、

「
然
る
に
智
（
茸
習
凹
）
が
所
縁
を
決
し
て
了
得
せ
ざ
る
と
き
、
そ
の
と
き
は
唯
識
性
（
く
言
四
宮
自
習
“
フ
『
“
）
中
に
安
住
す
る
。
所
取
な

⑦

き
と
き
に
は
、
そ
れ
を
能
取
せ
ざ
る
故
に
」
（
第
二
十
八
喝
）
」

「
阿
陀
那
識
」
「
阿
梨
那
識
」
に
当
て
る
独
特
の
解
釈
を
生
ず
る
謎
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
『
唯
識
二
十
論
』
『
唯
識
三
十
頌
』
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
に
お
け
る
心
意
識
の
問
題

⑤

次
に
『
唯
識
二
十
論
」
の
第
一
偶
に
は
、

「
大
乗
の
為
に
三
界
が
唯
記
識
（
く
昔
四
宮
旨
習
国
）
な
る
こ
と
を
安
立
す
。
経
中
に
「
噴
哉
、
諸
聖
者
子
よ
、
こ
の
三
界
は
唯
心

な
り
』
と
説
く
が
故
に
、
心
（
ｏ
旨
騨
）
意
（
目
自
画
の
）
識
（
昌
副
目
）
及
び
了
別
（
且
鄙
呂
）
と
い
う
は
同
義
異
語
な
り
」
（
第
一
偶
ａ
ｌ

b
ー
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こ
こ
に
は
、
長

（
ぐ
ご
司
四
で
は
寓
邑
倒
言
門
四
号
ぐ
色
）

れ
て
い
る
と
思
う
。

そ
れ
で
は
世
親
以
前
で
は
、
「
唯
心
」
と
「
唯
識
」
と
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

⑧

『
大
乗
荘
厳
経
論
」
に
は
、
「
唯
心
（
。
旨
営
乱
冒
）
」
を
説
く
記
述
が
多
い
が
、
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
（

た
だ
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
求
法
品
第
三
十
四
偶
に
は
、
次
の
如
き
興
味
あ
る
記
述
が
あ
る
。

「
唯
識
（
且
爵
冒
ョ
劉
国
国
）
を
求
め
る
に
つ
い
て
の
二
偶

『
心
は
二
と
し
て
顕
現
す
る
。
負
等
の
顕
現
も
信
等
の
顕
現
も
、
そ
の
如
く
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
他
に
染
汚
と
善
と

の
法
は
な
い
」
（
第
三
十
四
偶
）

⑨

二
の
顕
現
は
唯
心
（
。
言
幽
勵
目
）
の
み
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
所
取
の
顕
現
と
能
取
の
顕
現
と
で
あ
る
」

こ
こ
に
は
「
唯
識
（
く
言
昌
目
劉
国
国
）
を
求
め
る
に
つ
い
て
」
と
長
行
で
は
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
偶
頌
で
は
、
「
心
は
二
と
し
て
顕

現
す
る
』
（
第
三
十
四
偶
ａ
）
と
い
い
、
そ
の
後
の
長
行
で
は
「
二
の
顕
現
は
唯
心
（
。
旨
画
風
目
）
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

一
見
、
こ
の
記
述
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
」
で
も
、
「
唯
心
」
と
「
唯
識
」
と
が
全
く
同
じ
意
に
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
何
ら
の
区

別
も
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
し
か
し
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
偶
頌
の
上
で
は
一
度
も
、
ぐ
筒
口
目
日
割
国
（
唯
識
）
と
い
う
語
は
用
い

⑩

ら
れ
て
お
ら
ず
、
ｇ
冒
日
凹
国
（
唯
心
）
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
「
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
偶
頌
に
、
た
ま
た
ま
く
言
冒
日
割
国
国
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
偶
頌
の
成

立
の
と
き
に
は
、
ま
だ
ぐ
言
四
目
日
割
国
と
い
う
語
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
（
私
は
『
大
乗
荘
厳
経

論
」
の
喝
頌
の
方
が
、
長
行
の
部
分
よ
り
成
立
が
早
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
偶
頌
で
は
ぐ
目
四
宮
目
剖
国
を
使
わ
ず
、
ｏ
三
四
冒
型
国
を

⑪

用
い
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
が
、
偶
頌
と
長
行
と
は
ほ
ぼ
同
じ
頃
成
立
し
た
と
考
え
る
学
者
も
多
い
の
で
、
こ
の
問
題
は
再
考
の
余
地

長
行
の
上
で
は
「
唯
心
性
（
昌
目
目
目
国
）

国
）
の
中
に
安
住
す
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

中
に
安
住
す
る
」
と
い
い
な
が
ら
、
偶
文
の
上
で
は
「
唯
識
性

従
っ
て
こ
こ
で
も
「
唯
心
性
」
と
「
唯
識
性
」
と
は
同
じ
意
味
で
使
わ
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こ
の
こ
と
は
く
言
四
目
目
凹
愚
（
唯
識
）
と
い
う
語
が
「
琉
伽
論
」
本
地
分
に
は
見
出
さ
れ
ず
、
従
っ
て
『
解
深
密
経
」
の
分
別
琉
伽

品
あ
た
り
で
最
初
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
「
心
意
識
の
問
題
」
に
関
す
る
考
察
を
一
応
終
わ
り
、
次
に
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う

し
」
田
口
弘
『
ノ
０

い
つ
頃
か
ら
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
諺
を
よ
く
聞
く
。

最
近
、
高
崎
直
道
先
生
が
「
講
座
・
大
乗
仏
教
８
、
唯
識
思
想
」
に
、

「
よ
く
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
こ
と
ば
を
耳
に
す
る
。
そ
の
意
味
は
、
筆
者
が
学
生
時
代
に
聞
い
て
記
憶
し
て
い
る

こ
と
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
倶
舎
の
勉
強
を
八
年
し
て
お
け
ば
唯
識
は
三
年
で
済
む
と
い
う
こ
と
の
由
で
、
結
局
、
唯
識
の
学
を

⑫

も
の
に
す
る
に
は
十
一
年
か
か
る
」

と
い
わ
れ
て
以
来
、
学
生
た
ち
は
卒
業
論
文
に
こ
れ
を
引
用
し
て
、
唯
識
の
学
は
十
一
年
も
か
か
る
か
ら
、
ゼ
ミ
で
二
年
位
学
ん
だ
だ
け

で
は
、
十
分
な
論
文
が
書
け
る
は
ず
が
な
い
。
そ
こ
で
こ
ん
な
卒
業
論
文
で
も
、
何
と
か
通
し
て
下
さ
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
哀
願
す
る

が
あ
る
。
）

よ
う
な
論
文
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
は
た
し
一

つ
た
の
か
ど
う
か
を

「
唯
識
三
年
、
倶
杢

八
年
、
唯
識
三
年
」
し

そ
こ
で
、
は
た
し
て
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
の
は
、
元
々
、
唯
識
は
十
一
年
も
か
か
る
と
い
う
の
が
、
本
来
の
意
味
で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
を
一
度
検
討
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
か
ら
、
も
し
倶
舎
を
八
年
学
ん
だ
後
に
、
唯
識
を
三
年
学
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
一
般
的
に
は
「
倶
舎

八
年
、
唯
識
三
年
一
と
い
う
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
疑
問
か
ら
出
発
し
た
。
確
か
に
「
桃
栗
三
年
、
柿
八
年
」
と
い
う
か

六
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
の
問
題
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ら
、
「
○
○
三
年
、
○
○
八
年
」
と
い
う
方
が
語
呂
は
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
私
の
父
（
舟
橋
一
哉
）
は
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
の
は
、
「
桃
栗
三
年
、
柿
八
年
」
を
も
じ
っ
た
も
の
で
、
「
唯
識

は
三
年
か
か
る
が
、
倶
舎
は
八
年
か
か
る
」
と
い
っ
て
、
い
ず
れ
も
難
解
な
学
問
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
で
、
「
成
唯
識
論
』
十

巻
で
三
年
か
か
る
の
な
ら
、
『
倶
舎
論
」
は
三
十
巻
あ
る
か
ら
、
そ
の
三
倍
の
九
年
か
か
る
は
ず
な
の
に
、
一
年
お
ま
け
が
し
て
あ
っ
て
、

八
年
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
、
よ
く
い
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。

確
か
に
「
唯
識
」
は
「
倶
舎
」
の
よ
う
に
、
法
相
を
一
通
り
知
っ
た
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
理
解
し
が
た
い
。
そ
の
上
、
般
若
の
空
思

想
を
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
、
通
り
一
辺
の
理
解
で
は
な
か
な
か
真
意
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
唯
識
の
方
が
倶
舎
よ
り
も

想
を
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
、
通
り

難
解
で
む
つ
か
し
い
と
も
い
え
る
。

や
冠
導
本
『
阿
毘
達
磨
倶
へ

者
の
分
量
を
調
べ
て
み
た
。

し
か
し
私
は
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
の
を
、
す
な
お
に
理
解
す
れ
ば
、
「
唯
識
は
三
年
か
か
る
が
、
倶
舎
は
八
年
か
か
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
そ
こ
で
唯
識
学
で
用
い
る
テ
キ
ス
ト
と
倶
舎
学
で
用
い
る
テ
キ
ス
ト
に
注
目
し
、
こ
れ
を
較
べ
て
み
た
。

「
唯
識
」
と
い
え
ば
護
法
の
『
成
唯
識
論
」
で
玄
英
訳
十
巻
で
あ
り
、
「
倶
舎
」
と
い
え
ば
世
親
の
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
で
玄
英
訳

約
百
六
十
頁
で
あ
る
。

仮
り
に
一
年
間
で
一

ま
ず
手
許
に
あ
っ
た
大
正
大
蔵
経
で
調
べ
て
み
る
と
、
護
法
「
成
唯
識
論
」
十
巻
（
玄
葵
訳
）
は
大
正
大
蔵
経
三
十
一
巻
、
一
頁
－
六

十
頁
で
約
六
十
頁
で
あ
る
。
ま
た
世
親
の
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
三
十
巻
（
玄
英
訳
）
は
大
正
大
蔵
経
二
十
九
巻
一
頁
－
百
五
十
九
頁
で
、

「
唯
識
」
と
い
え
ば

三
十
巻
の
こ
と
で
あ
る

そ
う
す
る
と
、
昔
か
ら
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
の
は
、
冠
導
本
（
現
在
は
新
導
本
が
一
般
的
で
あ
る
が
）
『
成
唯
識
論
」

冠
導
本
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
を
解
読
し
、
講
読
す
る
と
き
に
、
三
年
な
い
し
八
年
か
か
る
と
い
う
年
数
で
は
な
い
と
か
と
思
い
、
両

一
十
頁
位
進
む
と
す
れ
ば
、
『
成
唯
識
論
」
は
六
十
頁
を
一
年
間
で
進
む
二
十
頁
で
割
れ
ば
、
三
年
と
い
う
こ
と
に
隅



な
り
、
『
唯
識
」
は
三
年
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
は
百
六
十
頁
で
あ
る
か
ら
、
一
年
間
で
進
む
二
十
頁
で
割
れ
ば
、
八
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
倶
舎
」

は
八
年
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
の
諺
の
年
数
と
全
く
合
致
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
手
許
に
あ
る
新
導
本
『
成
唯
識
論
」
と
冠
導
本
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
の
上
で
も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
「
成
唯
識
論
』

は
（
本
文
四
六
二
頁
、
後
序
他
で
一
六
頁
で
合
計
四
七
八
頁
）
約
四
八
○
頁
で
あ
り
、
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
は
一
二
八
○
頁
で
あ
る
。

仮
り
に
一
年
で
一
六
○
頁
位
進
む
と
す
る
と
、
『
成
唯
識
論
」
は
四
八
○
頁
を
一
六
○
頁
で
割
る
と
三
年
と
な
り
、
「
倶
舎
論
」
は
一
二
八

○
頁
を
一
六
○
頁
で
割
る
と
八
年
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
唯
識
」
と
「
倶
舎
」
の
分
量
の
比
は
三
対
八
と
な
り
、
唯
識
三
年
と

倶
舎
八
年
か
か
る
と
い
う
諺
と
合
致
し
て
い
る
。

今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
解
読
の
難
易
度
や
思
想
内
容
の
難
易
度
や
、
章
分
け
な
ど
に
よ
る
区
切
り
方
の
相
違
な
ど
、
す
べ
て
を
度
外
視
し
て

単
純
に
計
算
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
講
読
ま
た
は
講
義
な
ど
で
か
か
る
年
数
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
唯
識
」
や
「
倶
舎
」

が
三
年
な
い
し
八
年
で
理
解
さ
れ
、
す
べ
て
が
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
体
、
「
唯
識
」
で
も
「
倶
舎
」
で
も
難
解
で
あ
る
か
ら
、
三

年
や
八
年
で
そ
の
思
想
内
容
が
す
べ
て
体
得
で
き
る
は
ず
は
な
い
。

従
っ
て
、
こ
れ
は
『
成
唯
識
論
」
や
「
倶
舎
論
』
を
、
漢
訳
で
解
読
・
講
義
す
る
と
き
の
一
応
の
目
安
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
に
つ
い
て
は
、
諸
先
生
方
の
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
上
山
春
平
先
生
は
、

『
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
言
い
慣
わ
し
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
倶
舎
と
唯
識
の
両
方
に
接
し
て
み
た
私
の
印
象
か
ら
す
る
と

⑬

『
唯
識
八
年
、
倶
舎
三
年
」
と
言
い
た
い
く
ら
い
で
あ
る
」

七
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
に
お
け
る
解
釈
の
相
違
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以
上
、
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
の
諺
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
面
白
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
と
い
う
の
は
、
唯
識

学
者
は
唯
識
が
難
解
な
こ
と
を
強
調
し
、
「
唯
識
は
八
年
ま
た
は
十
一
年
か
か
る
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、
倶
舎
学
者
は
「
唯
識
は
三
年

か
か
り
、
倶
舎
は
八
年
か
か
る
」
と
い
っ
て
、
「
倶
舎
」
の
方
が
「
唯
識
」
よ
り
年
季
が
要
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

⑯

上
山
春
平
先
生
は
「
唯
識
」
の
著
書
の
時
に
は
弓
唯
識
八
年
、
倶
舎
三
年
』
と
言
い
た
い
く
ら
い
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
、
ま
た
「
倶

⑰

舎
」
の
著
耆
の
と
き
に
は
「
唯
識
と
倶
舎
を
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
か
な
り
の
年
季
を
い
れ
る
必
要
が
あ
り
、
と
り
わ
け
倶
舎
は
手
間
が
か

と
も
い
わ
れ
る
。

人
に
よ
っ
て
は

と
い
わ
れ
、
ま
た
「
存
在
の
分
析
〈
ア
ビ
ダ
ル
マ
〉
」
で
は
、
同
じ
上
山
先
生
が
、

『
桃
栗
三
年
、
柿
八
年
」
の
三
年
と
か
、
八
年
と
か
い
う
の
は
、
ほ
ぼ
正
確
な
所
要
年
限
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
『
唯
識
三
年
、

倶
舎
八
年
」
の
ほ
う
は
、
た
だ
仏
教
哲
学
の
基
本
を
為
す
唯
識
と
倶
舎
を
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
か
な
り
の
年
季
を
入
れ
る
必
要
が
あ

⑭

り
、
と
り
わ
け
倶
舎
は
手
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
ぐ
ら
い
の
意
で
あ
ろ
う
」

要
す
る
に
自
分
の
学
問
が
如
何
に
難
解
で
あ
る
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
論
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
は
唯
識
学
者
の
末
席

を
け
が
す
者
で
あ
る
が
、
『
成
唯
識
論
」
十
巻
と
『
倶
舎
論
』
三
十
巻
と
い
う
文
献
の
分
量
に
注
目
し
て
論
じ
た
に
す
ぎ
ず
、
「
唯
識
三
年
、

倶
舎
八
年
」
を
そ
の
言
葉
通
り
受
け
取
っ
た
の
で
、
唯
識
学
者
達
か
ら
は
、
お
し
か
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
何
卒
、
御
容
赦
願
い
た
い
。

は
な
い
。

か
る
一
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。

「
倶
舎
々
々
三
年

⑮

唯
識
八
年
」
と
い
う
人
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
が
、
あ
ま
り
一
般
的
で
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と
こ
ろ
が
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
う
諺
は
一
体
、
何
時
頃
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
調
べ
て
い
る
う

ち
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

私
の
祖
父
（
舟
橋
水
哉
）
が
『
倶
舎
の
教
義
及
び
其
歴
史
』
の
中
で

「
倶
舎
は
諸
教
の
基
礎
を
な
し
て
居
る
と
云
わ
れ
て
あ
る
通
り
、
唯
識
を
学
ぶ
に
し
て
も
、
倶
舎
に
精
通
し
て
居
ら
れ
ね
ば
な
ら

⑱

い
、
倶
舎
を
八
年
間
勉
強
せ
ぱ
、
唯
識
は
三
年
間
の
研
究
で
よ
い
と
い
う
」

と
い
っ
て
い
る
文
章
に
出
会
っ
た
。
こ
れ
は
私
の
予
想
、
す
な
わ
ち
「
倶
舎
学
者
は
「
唯
識
は
三
年
か
か
り
、
倶
舎
は
八
年
か
か
る
」
と

解
釈
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
と
は
全
く
異
な
る
。
私
の
祖
父
は
倶
舎
学
者
で
あ
る
の
で
、
倶
舎
学
者
の
中
か
ら
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
出

る
と
は
全
く
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
「
倶
舎
宗
は
法
相
宗
の
寓
宗
で
あ
る
」
と
い
う
い
い
方
を
少
し
調
べ
て
み
た
。
こ
の
考
え
方
は
相
当
古
く
か
ら
あ
る
よ
う
で
、

も
と
も
と
法
相
宗
を
学
ぶ
た
め
に
、
基
礎
学
と
し
て
の
倶
舎
を
先
に
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

私
の
手
許
に
あ
っ
た
「
八
宗
網
要
講
義
』
を
少
し
見
て
み
た
。
「
佛
教
学
会
蔵
版
」
と
中
表
紙
の
見
返
し
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
出

版
年
時
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
中
に
、
稲
葉
円
成
師
は
「
’
’
八
宗
の
今
昔
」
の
中
で
、

、
、
、

⑲

「
初
め
か
ら
倶
舎
宗
は
法
相
宗
に
、
成
実
宗
は
三
論
宗
に
附
属
し
て
居
っ
た
寓
宗
で
あ
っ
た
」

と
か
、
ま
た
小
島
恵
見
師
も
「
法
相
宗
」
の
中
で
、

「
法
相
宗
は
倶
舎
寓
宗
の
本
宗
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
の
宗
旨
は
凡
て
大
乗
教
で
あ
る
。
．
…
：
…
…
之
れ
は
固
よ
り
唯
識
を
学
ぶ

⑳

に
は
倶
舎
を
学
ば
ね
ば
な
ら
ず
、
倶
舎
唯
識
の
教
理
を
明
む
る
に
は
是
非
と
も
因
明
の
論
理
法
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
し
、
舟
橋
水
哉
師
も
「
倶
舎
宗
」
の
項
で
、

八
「
倶
舎
宗
」
は
「
法
相
宗
」
の
寓
宗
で
あ
る
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か
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

⑳

私
の
祖
父
が
い
う
「
倶
舎
を
八
年
間
勉
強
せ
ぱ
、
唯
識
は
三
年
間
の
研
究
で
よ
い
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
昭
和
十
五
年
刊
の
「
倶
舎
の

教
義
及
び
其
歴
史
』
（
法
蔵
館
）
で
あ
る
し
、
『
八
宗
網
要
講
義
』
は
出
版
年
時
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
古
沢
文
龍
師
「
禅
宗
並
浄
土
宗
』

の
記
述
の
中
に
「
大
正
四
年
を
」
（
五
一
八
頁
）
と
あ
る
か
ら
、
大
正
四
年
以
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑳

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
『
八
宗
網
要
講
義
」
の
祖
父
の
文
中
に
は
、
「
倶
舎
宗
：
…
：
・
・
寓
宗
と
て
法
相
宗
に
寄
留
し
た
居
っ
た
」
と
あ

る
が
、
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
な
る
と
「
倶
舎
を
八
年
間
勉
強
せ
ぱ
、
唯
識
は
三
年
間

＠

の
研
究
で
よ
い
」
と
い
う
の
は
、
私
の
見
落
し
が
な
け
れ
ば
、
今
の
と
こ
ろ
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
文
し
か
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
す
る
と
、
そ
れ
以
前
（
大
正
や
明
治
）
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

祖
父
の
著
書
「
印
度
佛
教
発
達
史
」
（
大
正
三
年
刊
）
や
「
小
乗
仏
教
史
論
」
（
大
正
四
年
刊
）
や
『
異
部
宗
輪
論
講
義
」
（
大
正
十
年
刊
）

な
ど
を
見
て
も
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。

以
上
、
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
に
つ
い
て
、
種
々
考
察
し
て
き
た
が
、
何
時
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
諺
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。
誰
が
最
初
に
こ
の
諺
を
用
い
た
か
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

「
倶
舎
宗
、
そ
ん
な
宗
旨
が
あ
る
の
か
と
思
は
る
る
人
も
あ
ら
う
が
、
其
は
無
理
も
な
い
話
、
実
は
か
う
い
ふ
宗
旨
が
独
立
し
て

行
は
れ
た
の
で
は
な
い
。
前
に
も
あ
っ
た
様
に
、
寓
宗
と
て
法
相
宗
に
寄
留
し
て
居
っ
た
も
の
で
、
支
那
か
ら
我
邦
へ
伝
は
る
に
も
、

⑳

や
は
り
法
相
宗
に
つ
い
て
来
た
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
倶
舎
宗
が
法
相
宗
の
萬
宗
と
し
て
学
ば
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
い
う
点
か
ら
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八

年
」
の
諺
を
解
釈
す
る
の
に
、
「
倶
舎
八
年
を
学
ん
で
お
れ
ば
、
唯
識
は
三
年
で
済
む
」
と
い
う
解
釈
も
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
私
の
祖
父
は
法
隆
寺
へ
よ
く
行
っ
て
い
た
と
聞
く
か
ら
、
法
隆
寺
で
影
響
を
受
け
て
こ
の
解
釈
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
の
諺
が
本
来
、
そ
の
よ
う
な
意
で
当
初
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
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3④③②①註⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥

（
な
お
、
「
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
（
第
四
十
六
巻
第
二
号
）
で
、
「
『
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
考
」
と
題
し
て
も
っ
と
詳
し
く
論
じ
鴫

て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
）

拙
稿
「
ネ
パ
ー

ミ
ナ
ー
第
娼
号
）

高
橋
直
道
博
士
「
聡
伽
行
派
の
形
成
」
（
講
座
・
大
乗
仏
教
８
、
唯
識
思
想
）
二
頁
参
照
。

拙
著
「
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
」
（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
一
年
）

宇
井
博
士
「
大
乗
莊
厳
経
論
研
究
」
五
三
九
頁
参
照
。
の
原
ｓ
《
巨
凹
罰
乱
目
の
国
『
里
四
日
罰
３
℃
』
量
」
５
参
照
。

武
邑
尚
邦
博
士
「
仏
性
論
研
究
」
（
昭
和
五
十
二
年
二
月
刊
、
百
華
苑
）
十
五
頁
参
照
。

「
唯
識
二
十
論
』
の
第
一
偶
、
第
二
偽
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
ネ
パ
ー
ル
写
本
を
用
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

拙
稿
「
ネ
パ
ー
ル
写
本
対
照
に
よ
る
『
唯
識
三
十
頌
』
の
原
典
考
、
並
び
に
『
唯
識
二
十
論
』
第
一
偶
第
二
偶
の
原
典
に
つ
い
て
」
（
仏
教
学
セ

詞
．
【
○
且
○
《
ロ
鼠
号
言
目
野
自
○
口
四
日
“
日
豊
野
圏
閉
冒
国
白
己
駕
も
畠
」
、
参
照
。

印
門
伽
ｓ
叩
く
一
茸
四
宮
］
日
習
３
ｍ
己
包
匡
も
卜
哩

拙
稿
「
唯
心
と
唯
識
」
（
仏
教
思
想
９
、
心
）
二
三
八
頁
以
下
参
照
。

い
尿
昌
“
巨
煙
訂
乱
目
“
目
３
日
園
田
ロ
ｇ
」
．
５
参
照
。

ｚ
紺
四
○
冒
号
〆
に
よ
る
限
り
且
爵
宮
目
倒
旦
旦
は
長
行
の
部
分
の
み
に
見
出
さ
れ
る
。

宇
井
博
士
は
多
分
同
時
成
立
説
で
あ
る
。
（
『
大
乗
莊
厳
経
論
研
究
』
序
論
二
頁
参
照
）

高
崎
直
道
博
士
「
琉
伽
行
派
の
形
成
」
二
頁
参
照
。

上
山
春
平
博
士
「
認
識
と
超
越
〈
唯
識
〉
」
（
仏
教
の
思
想
４
）
一
頁
参
照
。

上
山
春
平
博
士
「
存
在
と
分
析
〈
ア
ビ
ダ
ル
マ
〉
」
（
仏
教
の
思
想
２
）
二
三
八
頁
参
照
。

上
山
・
服
部
博
士
共
著
「
認
識
と
超
越
〈
唯
識
〉
」
一
七
○
頁
参
照
。

上
山
・
服
部

注
⑬
参
照
。



⑳⑳⑳⑳⑳⑲⑬⑰

舟
橋
水
哉
著
「
倶
舎
の
教
義
及
び
其
歴
史
」
（
昭
和
十
五
年
刊
、
法
蔵
館
）
一
頁
参
照
。

「
八
宗
網
要
講
義
」
（
合
著
）
四
頁
参
照
。

同
書
二
○
一

同
書
七
十
一

注
⑱
参
照
。

注
⑳
参
照
。

注
⑱
参
照
。

圧
⑭
参
照
。

一
頁
参
照

頁
参
照

（
平
成
九
年
七
月
三
十
一
日
脱
稿
）
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